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は じめに
近年来目する外国人の増加 に伴い、 ごく簡単な内容の目本語 しか解せない留学生も多
く なっ て きて い る。 大 学 で 学 ぶ 留 学生 は、 そ の ほ とん どが レベ ル に 応 じ た目 本 語 クラ ス
で語学の習得に努めているが、初級レベルの学習者 の中に はｒ教室で習った目本語を使っ
て、 外 の 目 本人 と 話 す と き、 相 手 が何 と言 っ て いる の か わ か らな い と き が ある」 と、 悩
む 留学 生 が いる。
一方、 受け入れ側の目本人は留学生とのコミュニケー ショ ンを少 しでも円滑に進める
た め に、 言 語面 や 非 言 語 面 に お い て さま ざま な 方 法 を 試 みて いる。 しか し、 どの 側面 で、
ど の 程度、 ど のよ う な 方 法 を用 い て コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 って い る の か、 そ して、 そ
れ ら が果 た して有 効 に 作 用 して い る の か どう か、 と い う 問 題 も ある。
そ こ で本 稿 で は、 留 学 生 と 目 本 人 と の コミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 上 の 困難 さ や支 障 が ど の よ
うな点 に起因しているの かを、 受け入れ側の目本人事務職員 と目本人学生の目本語意識
か ら 考 えて みる こ と に す る。 具 体 的 に は、 目 本 語 母 語 話 者 で あ る 学 生や 職員 が、 初 級 レ
ベルの非母語話者である留学生に対 し、 どのように ｒやさしく、 わかりやすい目本語」
を 話 そう と してい る の か を 質 問 紙 調 査 に より、 明 ら か に す る こ と を 目的 とす る。
Ｉ． 方 法
１． 調査方法：質 間紙による調査 （資料１）
２． 対 象 者 ： 国 立大 学 で働 く 事 務 職 員、 国立 大 学 学 生、 大 学 院 生、 女子 短期 大 学 学 生、
専門学校生の計１９３人 （表１）
３． 実 施 時期 ：１９９６年 ９月 ～１９９６年１２月
４． 質 問紙 の 内 容 は、 以 下の ４ つ の 内 容 を 含む。
１） 個人的プロフイール （全員対象）
２） ｒやさ しい目本 語」 に対する意識調査 （学生のみ対象）
３） ｒやさ しい目本 語」 に対する選択問題 （全員対象）




男 性 女 性 未記入 合 計
大学事務職員 ２０ １４ １ ３５
大学のチューター・ ボラ ンティ ア学生 １ ０ ５ Ｏ １５
大学 工学部学生 （４ 年生） １ ９ Ｏ ０ １９
大学 院院生 ２７ ２ Ｏ ２９
専門学 校学生 ０ ４８ １ ４９
女子短期大学学 生 （２ 年生） ０ ４６ ０ ４６
合 計 ７ ６ １ １ ５ ２ １ ９ ３
な お、 ２） は、 ス ク ー タ リ デス （１９８１）， （１９８８） に 準 拠 し た ｒ言 語 的」 項 目 と ｒ非言
語 的」 項目（注１）を あわ せ て１８項 目 か ら なる。 ３） は、 類似 し た内 容 を 表 す 目 本 語の 選 択肢
の 中 から、 最 も やさ しい と 判 断 す る 語句、 表 現、 文 の選 択。
質問項目の選定に先立ち、了解を得た上で目常場面における留学生と目本人との会話
（注２）
の録 音 を 行 い、 そ の テ ー プか ら 書 き起 こ した も の （資 料 ２） を 基 に、 コ ミ ュ ニケ ー ショ
ン上で問題となる項目を取り上げた。 さ らに、 これ らの実際場面の会話から採用 した項
目 のほ かに、 縮 約 形、 擬 音 語・ 擬 態 語、 文 体、 文 の 種類 （単 文・ 複 文）、 助 詞 の省 略、 複
合助詞、 意向形の使用など複数の目本語教師が、 コミュニケーション上で障害になる可
能 性 が高 い と 判 断 した も の を 選 び、 全 部 で２５項 目 を選 定 した。
４） で は、 「駅 ま で の 道 を説 明 す る」 （図 １）、
ｒ郵便局の休目業務時間を答える」ｒ名前や来
目目的等をきく」 の設問を用意 した。ｒ駅まで
の道の説明」 の回答から、 使用 された言語や
文法的特徴を所属や性別 などの要素との関連
か らみる。 ま た、 「駅 ま で の 道 の説 明」 「名 前
や来目目的の質間」 の２つ から、 母語話者に
対するときと、 非母語話者 に対するときの発
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Ｉ． 結 果 と 考 察
ア ンケー トから得 られた結果は次の通りである。
１． 回 答者 の プロフ ィ ー ル
回答を得た事務職員の年代は、 ２０歳代 （７人） から５０歳 代 （１２人） に分かれている。
ホ ス トファ ミ リ ー経 験 者 は ３ 人 い る も の の、 海外 勤 務 や 留 学 経 験 は ない。 回答 者 の 所 属
は、 学生 係 （ユ３人）、 庶 務 係 （５ 人）、 留 学 生 係 （課） ・ 厚 生 係 ・ 会 計 関係 （各 ３ 人）、 図
書館 （２ 人）、 保 健 関係 （１ 人） 他 に ま た がっ て い る。
一 方、 学生 （ユ５８人） の 外 国 人 と の接 触 経 験 は、 平 均 して８８．０％ の 学生 に 外国 人 と 日 本
語で話 した経験がある が、 所属先や性別によって、 その接触程度と時期に大きな幅がみ
られる。 国立大学学生と大学院生のほとんどが、 高い程度 の恒常的接触 （ｒ研究室で」 か
つ 「最近」 の接触） である。 短大、 専門学校生は、 接触時期が半年以前のものが半数以
上 を 占め、 接触 場 面 も ｒ道 で」 ｒ町 で」 と い っ た軽 度 の 接 触 が 多 く、 そ の話 題 の大 部 分 が
ｒ挨 拶」 や ｒも の の 購入」 ｒ道 をき かれ た」 と いっ た 内 容 を さ す。
２． 外国人に対する 「やさ しい」 日本語意識
２－１ 類似度に関する意識
ここでいう ｒ類似度」 とは、ｒ挨拶や簡単な買い物 などのやさ しい日本語だったら話せ
る が、 込み入った内容になると理解 できない外国人 と目本語で話すときの目本語 は、 目
本 人 と話 す とき の 目 本 語 と、 ど の 程度 似 て い る か とい う 度 合 い」 を 指 す。 ま った く 同 じ
場 合 を１００％ と して、 ５ 段 階 で 評価 して も ら っ た 結果 は、 事 務 職員 と 学生 共 に、５０％ の類
似 度 に回 答 が集 中 した。
２－２ 事務職員に見られる会話 上の留意点
事務職員に、 ｒ留学生との会話で工夫 したり気をつ けている点」 と ｒ困難に感 じた点」
を自 由記 述 で あげ て も ら っ た と こ ろ、 ユ５人 か ら 次 のよ う な 結 果 を 得 た。
工夫 したり気をつけている点で最も多くの人が意識 しているのは、ｒゆっくり話す」（８
人） で、 ２ 位 以下 を大 き く 引 き 離 して い た。 次 は ｒ身 ぶ り ・ 手 ぶ り （ジェ ス チ ャー）」 の
３人、「中 国 系 の 学生 に対 して 筆 談 を 利用 （２ 人）」「（や や） 大 き い 声 で 話 す （２人）」、「相
手 の反 応 を見 な が ら話 す、 相 手 の 目 をみ て 話 す （２ 人）」、 ｒは っ き り 話 す （２ 人）」、 ｒ図
や地 図、 現物 の 利用 （２ 人）」、 ｒあま り 省 略 し た言 葉 は使 わ な い （１ 人）」、 ｒ同 じこ とを
２， ３ 度 言っ て 確 認 を と る （１ 人）」 で あっ た。
次に、 会話に関 して困難に感じた点と して、 相手 の理解度や確認の大変さをあげる記
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述 が 寄せ ら れ た。 具体 的 に は、 ｒ会 話 の 確 認 をと っ て も 本 人 に は伝 わ らな い こと が ある」
ｒ留学生の方 は、 理解 できなくても 『ハイハイ』 と返 事する ので、 理解できたと思って
しまっ て、 後 で 全 然 通 じて な か った こ と が ある」ｒこ ち ら の言 っ て い る こ と を理 解 してい
るかどうかの判断 ができなくて困ることが多い」 といっ た回答であった。
その他には、「事務の用 語（研究生・指 導教官・申込書等） を説明するのが難しい」「単
語 がわ かっ て’も ら えな い と、 何 を 話 した らい い の か、 わ か ら なく なる」 ｒ自 分 の英 語力 の
なさ」、 ｒ目 本 語 が ほ と ん ど分 か ら ない 人 が い る の は困 る」 等、 語 彙 の 間 題 や双 方 の語 学
力 不 足が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 上 の支 障と な る と感 じて い る こ と が う か が える。
２－３ 学生による ｒやさしい目本語」 に対する意識 （選択方式）
学生１５８人の回答では、 ほぼ全員の学生が ｒ話す際の速さ」 をゆっく りすることで一致
して いた。 ま た、 ｒポ ー ズ 時 間 を 長く、 ま たは、 多く する こ と」 も、 ほ とん どの 学生 が意
識 して いる。 ほ か に、 ｒはっ き り 話 す」 ｒ難 しそ う な 語 句、 わ かり に く い 箇 所 を外 国 語に
直 して話す」ｒ一文 を短くする」ｒ身ぶり手振りを多くする」ｒ理解 の確認を多く する」 も
８ 割以 上 の回 答 とな っ て い る。 ほ ぼ２ 人 に １人 が意 識 して い る 項 目 に は、ｒ相 手の 目本 語
が間違っている場 合、 訂正する」 ｒ相 手の目を見て話す」 ｒ二人称の 〈あなた〉 を使用す
る」 ｒ声 を 大き く す る」 ｒキー ワー ドを 繰 り 返す」 な どが あ っ た。 ま た、 少 数 だが、 ｒ助 詞
を強調する」ｒ相手との距離が近づく」ｒ助詞を省 略する」 等（注３）をあげている学生もいた
（図２）。
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図 ２ 日本語 をやさ しく 話すために、 意 識 して いること
以 上 か ら、 学 生’も、 事務 職 員 と 同 様 に ｒや さ しい 目 本 語」 の た め に ｒゆ っく り 話 す」
こ と を 一番 意 識 し てい る こ と が わ か る。 ほか に、 ｒは つ き り」 ｒ一 文 を短 く」 ｒ難 しい 箇 所
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を英語に直す」ｒ身ぶり手ぶりを多く する」 な どが高い割 合で選択されていた。 助詞に関
して い え ば、 そ の 使用 意 識 が 分 かれ て お り、 過 半 数 が ｒ変 わ らな い」 と答 えて い る も の
の、 ４ 人 に１ 人 は ｒ助 詞 を 強調 する」、 反 対 に１４．４％ が ｒ助 詞 を 省 略 する」 と答 え て いた。
助 詞 に 関 する こ の 結 果 は、 外 国 人 に とっ て の ｒや さ しい」 目 本 語 を 考 える 際に、 学 生 が
助 詞 の 使用 を どの よ う に 意 識 し て いる かの 手 が かり を示 して い る（注４）。
３ 三択問題にお ける難易度の認識について
三 択 問題 に 関 して、 本 稿 で は 代 表 的 目 本語 初 級 教 科 書 ８ 種
（注５）を選 び、 最 も早 く 提 示 さ
れ る 語彙 や 表 現を 最 も や さ しい と す る難 易 度 基 準（注６）を設 け、 回答 に 判 定 を加 えた。 そ の
結果、 認識率 （教科書の難易度順に沿っ た ｒやさしい」 語彙や表現を選んだ率） は回答
者 全 員 で平 均６８．０％ と な っ た。所 属 別 の 内訳 で は、短 大 学 生（７４．６％）、大 学 院 生（７２．８％）、
学 部 学 生 （６８．８％）、 事務 職 員 （６４．３％）、 チ ュ ー タ ー ・ ボ ラ ンテ イ ア 学 生 （６２．０％）、 専
門 学 校 生 （６１．７％） の 順 で、 所 属 に よ つ て少 し差 が で て い る。 短 大生 は、 回 答者 の所 属
学科 （英語科と教養科） の影響が考えられる。 また、 大学院生に関していえば、 研究室
で目常的に留学生と接 している率が極めて高いことから、ｒやさ しい」目本語が具体的に
把握 しやすかったのではな いかと推察できる。
次 に、 目本 語 範 醇別 に みて みる と、 縮 約 形 を中 心 と した 文 法 （４８．８％） に お い て全 体
に 最 も 難易 度 の 認 識 率 が低 く、 次 いで 文 体 の 選択 問題 （５９．３％）、 以 下疑 問詞 （７０．４％） ・
文 法 （７２．６％） ・ 語 彙 （７２．９％） の順 だ つ た。
個々の設問別認識では、 表２に示されるように、 最も認識率の低いアンケー ト設間ユ９
（縮 約 形） の２７．６％ か ら、 最 も 認 識率 の 高 い 設 問２５の９４．８％ ま で 大 き な 幅 があ っ た。 語
彙 の 認 識 で は、 設 間 に よる 差 が 見 られ た。 例 え ば、 設 間 ２ の 認 識 率 が 平均 で９１．１％と 高
く、 か つ 所属 グル ー プ 間 の 認 識 率 の差 異 は ほ と ん ど見 られ な かっ た が、 設 問１ で は、 平
均 で６２．０％ と低 く、 特 に 事 務 職 員 で は半 数 以 下 （４８．６％） し かい な か っ た （表３）。
ま た、 資 料２ で は ｒ目 付」 と い う 語 彙 の使 用 が 事 務 職 員 と 留 学 生 と のコ ミュ ニ ケ ー ショ
ン上の障害となっていたが、 この認識の難 しさは事務職員・学生に共通した使用傾向 で
あ るこ と が わ かっ た。 設 間２１で ｒ何月 何 目」 を、 ｒ目 付」 や ｒ今 目 の 目」 より や さ しい 表
現 で ある と 選ん だ 人 の 割 合 （６ユ．５％） は、 全 設 問 平均 よ り 低 かつ た。
同様 な 結 果 は、 疑 間 詞 に 関 して’も い える。 ｒど う い う」 ｒ何 語」 と い っ た 目本 人 ボ ラ ン
テ ィ ア 学 生 が無 意 識 的 に 使 用 した 疑 問詞 に関 して、 ア ン ケー ト でも 認 識 率 は低 く、 設 問




設 問番号 回答者数 認識者数 ％
１ ユ９２ １－１９ ６１．９８
２ １９２ １７５ ９１．１４
３ １９１ １１４ ５９．６９
４ １９１ １３９ ７２．７７
５ １９２ １００ ５２．０８
６ １９２ １２５ ６５．１０
７ １９１ １０３ ５３．９３
８ １９２ １２８ ６６．６７
９ ユ９ユ １６６ ８６．９ユ
１０ １９２ ユ７８ ９２．７１
１１ １９２ １６９ ８８．０２
１２ １９２ １４５ ７５．５２
ユ３ １９２ １４４ ７５．０
１４ １９２ １０７ ５５．７３
１５ １９２ １５９ ８２．８１
１６ １９１ ８９ ４６．６０
ユ７ １９２ １２９ ６７．１９
１８ １９２ １４８ ７７．０８
ユ９ １９２ ５３ ２７．６０
２０ １９１ １４８ ７７．４９
２１ ユ９２ １１８ ６１．４６
２２ ユ９２ １４６ ７６．０４
２３ １９２ １３３ ６９．２７
２４ ユ９２ １０２ ５３．１３
２５ ユ９２ １８２ ９４．７９
表３ 「食べます」 の認識率
学生 （１５７人） 事務職員 （３５人）
ご飯 を食 べ ま す ユ０２人 （６４．９６％） １７人 （４８．５７％）
食 事 を しま す ４３人 （２７．３９％） １５人 （４２．８５％）
食 事 を とり ま す １２人 （７．６４％） ３ 人 （８．５７％）
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ｒやさしい目本語」 に関する日本人の意識 （島 ・ 八 重 澤 ・ 桜 田 ・ 岡 澤）
４ 記述式にみる 「やさしい日本語」 意識の表れ
次に、 非母語話者である外 国人に対する ｒやさ しい」 日本語意識の表れを、 記述式回
答 か ら検 討す る。 使用 言 語 と 文 体、 複 文 と 連用 形 接 続、 ア ス ペ ク ト、 命 令 形 の 使用、 助
詞 の省略、 英語の語彙使用 に関する分析結果は以下のようになった。
４－１ 使用言語について
ｒ駅 ま で の道 案 内」 場 面 で 使用 さ れた 言 語 に は、 目 本 語 の み、 英 語 の み、 目 英 語併 用
の ３通 り が ある が、 そ の う ち 記 入者 全体 の１７．６％ が、 英 語 を一 部 分 あ る い は全 体 に使 用
して い る。 英語 の 使用、 あ る い は 目本 語の 使用 とい う 選 択 に及 ぼ す 要 因 につ い て は、 数
量化 理 論 Ｉ 類 によ る 分 析 を 行 っ た。 説 明 変 数 と して 接 触 経 験、 性 別、 年 代、 所属 を 使っ た。
そ の結果、 非母語話者である外国人 に対 して英語を使う か、 目本語を使うかの要因と
し て は、 所 属 グル ー プ の 影 響 が 一 番 大き く、 以 下 接触 経 験、 年代、 性 別 が 続 い た （図３）。
英 語使 用 の グル ー プ、 英 語 不 使 用 の グル ー プ の重 心 は そ れ ぞ れ 一〇．８１９５，０，５８３で あっ た。
正 準相 関 係 数 は ０，３６１、 正 診 率 は ６９．３６％ で あ る。 所属 グル ー プで、 大 学生 と 大 学院
生・事務職員であるという属性が目本語使用に大きく影響 を与え、 反対に専門学校生や
短大生では英語を使用する方向に作用 している。 専門学校・短大の学生が英語を話す割
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複 文 で は、 副 詞 節 の 使用 率 は 各 グル ー プ 間 で差 異 が あ ま り な い が、 名 詞 節 の使 用 は、
事 務 職員 が１ 人 （４．２％） と 非 常 に 低く、 以下 チ ュ ー タ ー、 大 学院 生、 短 大 生、 専門 学 校
生 と 続き、 学 部 で ほ ぼ 半 数 近く の学 生 ９ 人 （４７．４％） が 使用 して い た。 普 通 体 の使用 率
も、 事務 職 員 に お いて 最も 低 く ２ 人 で、 反対 に 学 部 学 生 が１９人 中 ６ 人 と 多 か った。 また、
名 詞節使用に所属 グル』 プ、 名詞節に英語使用の影響は、 見 られなかった。
事 務職 員 に 多く み られ た 連 用 接 続 （ｒ右 に 曲 が り… …」 ｒま っ す ぐ行 き、 … …」） の使 用・
は、 記 述 の あ った 学 生１５４人 中、 ２８人 （１８．２％） と少 な かっ た。
４－３ 使用された英語語彙について
ア ンケ ー ト ２） の意 識 調 査 で は８５．６％ の 学生 が、ｒ難 しい 語 句 ・ 表 現 は外 国語 に 直 して
話 す」 と 回答 して い る が、 記 述 され た 回 答 か らみ る 限 り、 英 語 が使 われ て い た の は、 初
級 レベルの外国人にとって難しい語句や表現ではなく、 む しろ教科書の難易度によると
やさ しい類 の語彙や表現、 ま たは目常生活で身近な語彙という傾向がう かがえる。
（例 １） あ の 信 号 の も う 一 つ あ っ ち の 信 号 を 左 に 曲 が っ て、 こ こ ま で 言 っ て い る こ と わ か り ま す か、
そ し て 橋 を 渡 る と ｂｏｏｋｓｔｏｒｅ が あ る の で 右 に ま が り ま す。 そ し て そ の ス ト リ ー ト を ま っ す ぐ
行 く と ス テ ー シ ョ ン が あ り ま す。 わ か り ま す か ？ （短 大 生）
回答 に あ つ た 英語 の 語 彙 に は、 他 に 以 下の も の が あつ た。
レ フ ト、 ブ リ ッ ジ、 タ ー ン、 デ パ ー ト、 ｓｃｈｏｏ１， １ｉｇｈｔ， ｂｏｏｋｓ 屋、 ス ト レ ー ト、 ｂｈｇｅ
ｇｏ， ｔｗｏ ブ ロ ッ ク レ フ ト、 セ カ ン ド 交 差 点、 ク ロ ス ロ ー ド、 Ｔｈｉｓ ｓｔｒｅｅｔ ま っ す ぐ 行 っ
て （ジ ェ ス チ ャ ー つ き）、 ｓｈｏｅｓｔｏｒｅ、 パ ー ク、 ポ ス ト オ フ ィ ス、 ｒｉｖｅｒ （す べ て 原 文 の
ま ま）。
４－４ 助詞の省略について
意 識面 で ｒ助 詞 を 省 略 す る」 と 回答 した 学 生がユ４．４％ い た が、 記 述 式 でも、 （例 ２） の
よう な助 詞 の 省 略 が あ つ た。 し か し、 省 略 さ れて い な い 助 詞 に は、 目 本 語 教 科 書に お い
て提出順序があと、 つまりより難易度の高い場合がみられた。
（例 ２） ま っ す ぐ す す ん で、 ２ こ 目 の 信 号、 左、 橋 渡 っ て、 本 屋 を 右、 そ の 後 ま っ す ぐ い く と 駅。
（チ ュ ー タ ー ・ ボ ラ ンテ ィ ア 学 生）
４－５ その他の傾 向について
「駅 が見 え て き ます」 のよ う に 抽 象 的 ・ 時間 的 経 緯 の 変化 を示 す ア ス ペク トの 使用 は、
一 ３４ 一
ｒやさしい目本語」 に関する目本人の意識 （ 島 ・ 八 重 澤 ・ 桜 田 ・ 岡 澤）
学生１５人、 事務職員６人にみられた。 具体的な移動 を示す ｒ橋を渡って行くと……」 の
用 例 は、 １６人 が 使用 し、 中 で も 専門 学 校 学 生 によ る 使 用 （「～ て いく」 ５ 人 ： 用 例数 ９，
ｒ～ てく る」 ７ 人 ：用 例 数 ９） が目 立 っ た。
（例 ３） 真 っ 直 ぐ に あ る い て ３ つ 目 の 信 号 を 左 に 曲 が り、 歩 い て い く と 橋 が み え て き ま す。
（専門学校生）
丁寧な命令形 ｒ～な さい」 の用法も３例あったが、 すべて事務職員による使用 であっ
た （４０代 女性、 ５０代男 性 各 １名）。




文、 学 生 のみ で は、 ２．５２文 で あっ た。 事 務 職員 は、 単 文 を 重 ね る 傾 向 があ り、 回 答 を寄
せ た２３人 中１４人 が ３ 文以 上 を使 用 して い た。一 方、 専 門 学 校 学 生 は、４６人 中２ヱ入 （４５．７％）
が １ 文 の み で表 して い た。
非母語話者である外 国人 への発話数は、 同じ内容を母語話者である日本人と比べる場
合 の 約１．５倍 で あ る。 表 ４ か ら わ か る よ う に、 非母 語 話 者 で あ る 外 国 人 に対 する 発 話 文 と
母語話者である目本人 に対する発話文数は、 専門学校生、 大学院生および大学生におい
て ｔ 検 定 で ｐ 〈０．０５の 有 意 差 が、 短 大 生 と学 生 全 体 で は 各 々 Ｐ ＜０．０１の有 意差 が 認 め ら
れ た。 ま た、 非母 語 話 者 に 対 す る 学 生 と 事務 職 員 間 の有 意 差 は、 認 め られ な かっ た。 ｒ１
文 を 短く する」 と いう 意識 の高 さ が、 こ の 記述 回 答 に お い て’も 裏 づ け られ た。
表 ４ 平均発話文 数の比較
所属 対象 人 数 文数 の平均 標 準偏差 ｔ検定
専 門 学 校 対 外 国 人 ４６人 １．９７８ １．１４５ ＊
対 目 本 人 ４９ １．５３１ ０．８１９
短 大 対 外 国 人 ４３ ３．０９３ ２．８２８ ＊ ＊
対 目 本 人 ４６ １．９ユ３ ０．７０７
大 学 院 対 外 国 人 ２９ ２．６５５ １．３４４ ＊
対 目 本 人 ２９ １．８２８ １．１３６
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学 部 対 外 国 人 １９ ２．３１６ １．４９３ ＊
対 目 本 人 １９ １．３１６ ０．６７１
チ ュ ー タ ー 対 外 国 人 １２ ２．５ １．８８３ ｎＳ
対 目 本 人 １３ １．８４６ ０．９８７
学 生 全 体 対 外 国 人 １４９ ２．５１７ １．６１７ ＊ ＊
対 目 本 人 １５６ １．６９９ ０．９１９
事 務 職 員 対 外 国 人 ２３ ３．０ １．７１９
対日 本人 ・ ． ■
＊ Ｐ 〈 ０．０５ ＊ ＊ ｐ 〈 ０．０１ ｎＳ 有 意差がな い
５－２ 延べ語彙数 の比較
使用 さ れ た 語彙 は、 次の ３ つ の グ ル ー プに 分 け ら れ た。
① 母語話者・非母語話者にほぼ同程度使用された語彙
例： 「曲がる」 （非 母語話者に対する述べ語数……以後、 非母語と略す）２５４： （母語話
者に対する述べ語数……以後、 母語と略す）２６ユ
ｒまっ す ぐ」 （非 母 語 ２４０： 母 語 ２３５）、 ｒある」 （非 母 語１４６： 母 語１４２）
ｒ渡る」 （非 母語１００： 母 語１１９）、 ｒ着 く」 （非 母語３４： 母 語３４） 等 多 数。
② 母語話者に対 して、 より多い使用 の語彙
例 ： ｒつ き あ た る」 （非 母 語 ９ ： 母 語２６）、 ｒ手 前」 （非 母 語 ３ ： 母 語１０）
ｒ～なが ら （例；公園を右に見なが ら）」 （非母語１：母語７）
③ 非母語話者に対 して、 より多い使用の語彙
例 ： ｒ歩 く」 （非 母 語６０： 母 語１９）、 ｒ進 む」 （非 母語４４： 母 語２５）
このうち、 ①のように共通 して使用された語彙は、 道案内に欠かせない基本的な語彙
とい える。 反 対 に、 ② の よ う に、 でき る だ け発 話 を 避 け る 意 識 の働 く 語彙、 な い しは ほ
かの ｒやさ しい」 と判断する語彙に言いかえることのできる語彙は、 受け入れ側の目本
人 が ｒより 難 しい」 と判 断 した 語 彙 と い える。 し か し、 ③ の ｒ歩 く」 ｒ進 む」 と いっ た 語
彙が多く使用された理由についてははっきりしないが、 それらが具体的な動作を示 して
い て やさ しく、 わ か り や す い と目 本 人 が 判 断 した か ら だ ろ う と 考 え ら れる。
以上から、 道案内の語彙を選択する場合において、 基本的には非話者母語話者に対し
ても母語話者に対する時とほぼ同様な語彙の選択を行い、 部分的に難解な語彙を避ける
と い つた 傾 向 が で た。
一 ３６ 一
ｒやさしい目本語」 に関する目本人の意識 （島 ・ 八 重 澤 ・ 桜 田 ・ 岡 澤）
５－３ 敬語使用と人称の使用について
ｒ眼前の相 手に、 職業や来目目的・滞在期間を質問する」 という会話を想定した回答
から ｒ敬語の使用」 と ｒ二人称 〈あなた〉 の使用」 を取り 上げて分析 した結果は、 次の
よ う にな っ た。
ま ず、 敬語 の 使用 面 を みて み る と、 ２） の意 識 調 査 で は 約 ４ 人 に１ 人 （２３．４％） が ｒ敬
語を減らす」 と回答 していたが、 その割 合以上に敬語の使用 を避 けようとする傾向が記
述式回答からでている。 目本人のみに対し敬語を使用 する のは、 外国人にも目本人にも
使 わ な い とす る人 と 同 数 で、ユ５８人 中６３人 （３９．９％） で あ り、 反 対 に非 母 話 者 で ある 外 国
人 に 対 して の み敬 語 を 使 用 す る 人 は、 ９ 人 （５．７％） と 非 常 に低 い。
次に、 尊敬語・謙譲語と丁寧語という使用された敬語の種類によって、 使用 頻度に相
違がみられた。 母語話者に対する尊敬語・謙譲語の多用 とは対照的に、 外国人のみへの
使 用 例 すべ て が、 男 女 と も に ｒご職 業」 ｒお国」 等 の 丁 寧 語 だ け で あっ た （表 ５）。
表５ 敬語の使用 の内訳 （ 人）
対象 敬語の種類 男性 女性 不明 合計
目 本人・外国人共に使用 尊敬 語 ３ １ ０ ４
丁寧 語 ０ Ｏ Ｏ ０
尊敬 語・丁寧語 ０ ７ ０ ７
計 ３ ８ Ｏ １１
外 国人にのみ使用 尊敬語 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ
丁寧語 １ ８ Ｏ ９
尊敬語 ・丁寧語 Ｏ ０ ０ Ｏ
計 １ ８ ０ ９
目本人 のみに使用 尊敬語 １６ １６ １ ３３
丁寧語 Ｏ １２ Ｏ １２
尊 敬 語 ・ 丁 寧 語 ５ １３ ０ １８
計 ２１ ４１ １ ６３
目本人・外 国人 共に不使用 計 ２８ ３５ Ｏ ６３
未記入その他 計 ３ ９ ０ １２
合 計 ５６ １０１ １ ユ５８
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目の前の相手に二人称の 〈あなた〉 を使用 して質問する かどうかについては、 有意差
が あ らわ れ た （Ｚ２検 定， Ｐ ＜０．０ユ）。 女 子 学生 （１０１名） は、 母 語 話 者 ・ 非 母語 話者 と も
に不使用が過半数の５１名 （５０．５％） を占め、 母語話者には使用 せず非母語話者に使用 し
てい た の は２０名 （ユ９．８％） で あ る。 な お 残 り の約 ３ 割 は、 母 語 話者 ・ 非母 語 話 者に 共通
して 使用 するユ６名 （１５．８％） と 母語 話 者 に対 して 使用 す る ８名 （７．９％）、 未 記入 そ の他
６ 名 （５．９％） とな っ て い る。 一 方、 男 子 学 生 （５６名） で最 も 多 か っ た の が、 非 母語 話者
に 対 して のみ 使用 する２６名 （４６．４％） で ある。 母 語 話 者 に対 して １名 （１．８％）、 母 語話
者 ・ 非 母語 話 者 双方 に 対 して 使 用 ５名 （８．９％）、 双 方 に 不 使用２ユ名 （３７．５％）、 未 記入 そ
の他３名 （５．４％） の比率と比べても、 この非母語話者に対する 〈あなた〉 の使用数値は、
き わめて高い。 このことから、 男 子学生は女子学生に比べ、 非母語話者 である外国人に
対 し、 二 人 称 の主 語 の 使 用 に よ り ｒや さ しく」 話 そ う と す る 傾 向 が強 い とい え る。
皿． ま と め
本調査は、 実際の接触 場面の分析ではなく、 想定された接触場面おける目本語使用 の
意 識 とそ の記 述例 を検 討 し たも の で あ る。 従 っ て、 現 実 場 面 のよ う に コ ミ ュ ニケ ー ショ
ンを通じて非母語話者の目本語 レベルを推察し、 相手の理解力に応 じてさまざまに対処
する点が欠けている のは否 めないが、外国人留学生の受け入れ側の日 本人が、ｒやさしい
目本語」 について どう意識 しているのか、 そ してどのよう にやさ しく話そうと試みたの
かを使用言語や文法、 語彙、 敬語使用 等さま ざまな角度 から分析 した結果、 次の３点が
明 ら かに な っ た。
① 初級 レベルの非母語話者に対 して、 学生・事務職員 のほとん どが 「ゆっくり」 話す
こ とを 一 番 強く 意 識 して い た。 そ の他 ｒポ ー ズ を 多 めに」 ｒは っ き り」 ｒ方言 を 交 えな
い」ｒジェスチャー で」ｒ確認を入 れる」ｒ必要に応じてキーワー ドを英語などに置き換
える」 学 生 も多 く、 事 務 職 員 も 同 様に、 ジェス チャ ー、 筆 談 等 を 活用 し て、 何 度も 確
認 を入れながら、 確実に内容を伝 えようという意識が強い。
② ｒやさ しい目本語」 の三択問題の認識率は平均％であり、 ％の目本人がやさしいと
思 っ て 使 う目 本 語 は、 実 際 は や さ しく は な って な い。 ま た、 所 属 グ ル ー プに よ る 差異、
設問による差異がでた。 設間の範疇別では、 縮約形を中心と した文法や文体問題にお
ける認識率が低く、 語彙は比較的高い。 所属別では短大生・大学院生 の認識率が高く、
反 対 に 専門 学 校 生 ・ チ ュ ー ター 学 生 に よ る 認識 率 が 低 い。
③ 想 定場 面 に よ る 会 話 の記 述 式 回 答 か ら は、 使 用 言 語、 平 均発 話数、 文 法、 語彙、 敬
語の表れ等などを順に取 り上げ分析 した。 英語使用 に関しては、 性別や年代ではなく、
一 ３８ 一
ｒやさしい目本語」 に関する目本人の意識 （島 ・ 八 重 澤 ・ 桜日ヨ・ 岡 澤）
所属 が そ の 使用 に及 ぼす 影 響 が 高 く、 有意 差 の あ る こ と が 判 明 し た。 専 門学 校 ・ 短 大
の所属 は英語使用に作用 し、 大学生・事務職員という所属は、 目本語使用 に作用 して
い た。 ま た、 平均 発 話 数 は、 非 母 語 話 者 に対 す る と き と、 母 語 話 者 に対 する と き と で
有意差が認められた。 英語の語彙使用では、ｒ難 しい語彙や表現を英語で」 という意識
とは裏腹に、 やさしい英語 の語彙、 身近な英語の語彙が専ら使用 されており、 意識と
現実の不一致があらわれてい た。 敬語や二人称の使用では、 母語話者に対する場合と
非母語話者に対する場 合の差 異や男女差が見 られた。 男子学生は、 普段は使用 しない
二人称の 〈あなた〉 を、 非母語話者に対 して用いる人が半数近く もいること、 尊敬語
や謙譲語の使用 は男 女とも 非母語話者に対して避ける意識が高く、 もし使用するとき
は丁寧語が中心である という傾向をみることができた。
以上、 今回の調査では受け入 れ側の目本人による ｒやさ しい」 目本語意識に焦点をあ
てて調査を行い上記の結果を得たが、 目本語教科書の提出順序による難易度が、 非母語
話者 である外国人にとって本当にやさ しさの難易度に沿っているのか、 という問題が残
され て い る。 そ こ で、 こ こ で 得 られ た こ と を 基 に ｒ受 け 入 れ 側 目 本 人 が 『や さ しい』 と
意識する目本語が、 初級 レベルの非母語話者である外国人にとって実際に 『やさしい』
目本語ととらえられているのかどう か」 に関 してもさ らに調査を行い、 初級 レベルの外
国人 と受け入れ側目本人との相 互コミュニケーショ ンがより円滑に進むように図ってい
き た い。
（付 記 １） 本 論 文 の 作 成 に あ た り、 工 学 部 事 務 局、 図 書 館 工 学 部 分 室 の 方 々 の 協 カ を 得 ま した。 ま た、
本 調 査 に ご 協 力 く だ さ っ た 学 内 関 係 者 の 方 々 に も 深 く 感 謝 い た し ま す。
（付記２） なお、 この研究は平成７年度８年度文部省科学研究基盤研究 （Ｃ）（研究代表者、 八重澤美
知 子、 課 題 番 号 ０７６１０１１７） の 研 究 費 の 一 部 を用 い て 行 わ れ ま し た。
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注 １） ス ク ー タ リ デ ス （１９８１） で は、 フ ォ ー リ ナ ー ・ ト ー ク の 普 遍 的 な 特 徴 と し て 「長 い ポ ー ズ」 「助
詞 ・ 助 動 詞 の 強 調」 「非 常 に 短 い 文 型」 「キ ー ワ ー ドの 繰 り 返 し」 「相 手 の 母 語 の 使 用」 「簡 単 な 語 彙
へ の 訂 正」、 目 本 語 独 自 の 特 徴 と し て ｒ重 複 の 多 さ」ｒＴ 寧 す ぎ る 表 現」ｒ一 人 称 の 多 用」 が、 同 （１９８８）
で は、 ディ ス コ ー ス 上 の 特 徴 と し て、 「確 認 を す る」 「ま ち が い の 訂 正 を す る」 等 が あ げ ら れ て い る。
注 ２） １９９６年 春 か ら 工 学 部 で ボ ラ ンテ ィ ア ・ グ ル ー プ が 組 織 化 さ れ、 異 文 化 交 流 会 が 定 期 的 （週 １ ～
２ 回） に 開 催 さ れ た。 学 生 と 留 学 生 の 会 話 は、 こ の 異 文 化 交 流 会 の 場 で 録 音 さ れ た も の で あ る。
注 ３） ア ン ケ ー ト の 回 答 に は、 ほ か に ｒ自 分 の 言 葉 が 方 言 か ど う か わ か ら な い」 と い う 意 見 も９．１％ あ
り 方 言 の 使 用 意 識 の 地 域 性 も で た。 ま た、 中 に は ｒ研 究 室 の 留 学 生 な ど と 話 す と き は、 あ え て 方 言
を 多 用 す る」 （大 学 院 生） と い っ た 意 見 も あ っ た。
注 ４） 志 村 （１９８９： Ｐ．２１０） で は、 ｒＦ Ｔ （Ｆｏｒｅｉｇｎｅｒ Ｔａ１ｋ） の 方 が 母 語 よ り も 助 詞 が 多 く 使 わ れ、
省 略 さ れ な い」 と あ る。
注 ５） こ こ で い う 初 級 目 本 語 教 科 書 と は、『目 本 語 の 基礎 Ｉ，ＩＩ』『文 化 初級 Ｉ，ｎ』ｒＳｉｔｕａｔｉｏｎａ１Ｆｕｎｃｔｉｏｎａ１
ＪａＰａｎｅｓｅ』ｒ Ｔｏｔａ１Ｊａｐａｎｅｓｅ』『初 級 目 本 語』ｒ Ａ Ｃｏｕｒｓｅｉｎ Ｍ ｏｄｅ ｍ Ｊａｐａｎｅｓｅ 』ｒ ＡｎＩｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ
ｔｏ Ｍｏｄｅｍ Ｊａｐａｎｅｓｅ』 『目 本 語 初 歩』 の ８ 種 を 指 す。
注 ６） 例 え ば、 ｒそ こ に お い て お い て く だ さ い」 ｒそ こ に お い と い て く だ さ い」 ｒそ こ に お い た ま ま に し
て く だ さ い」 の 中 で は、 縮 約 の 形 で は な い ｒて お く」 を 最 も や さ し い も の と 判 断 し た。ｒ～ し た ま ま」
と い う 表 現 は、 上 記 の ８ 種 中 ５ 種 の テ キ ス トで は 扱 っ て い な い う え に、 扱 っ て い る 場 合 で も す べ て、
「～ て お く」 の 学 習 後 で あ る。 ま た 縮 約 形 「～ と く （くコて お く）」 も、 ８ 種 類 の テ キ ス ト 中 ２ 種 （Ｔｏｔａ１
ＪａＰａｎｅｓｅ， ＳＦＪ） が 扱 っ て い る だ け で、 他 は 扱 っ て い な い か ら で あ る。
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一 ４０ 一
ｒやさしい目本語」 に関する目本人の意識 （島 ・ 八 重 澤 ・ 桜日ヨ・ 岡 澤）
資料１
目本語が少ししかわからない外国人に使用する目本語にっいて
〈Ｏ〉 あなたの性別は？ １． 男 性 ２． 女 性
〈１〉 これまで外国人と目本語で話 したことがありますか。 １． あ る ２． な い
〈２〉 「１． ある」 と 答 えた 人 に 質 問 しま す。
どこで話しま した か
１． ア ルバイ ト先 で ２． 学 校 で ３． 町 の 中 で （路 上 を 含 む）
４． 乗り 物 の 中 で ５． 留 学 先 で （国名 ： ， 期 間 か月）
６． ホス トフ ァミ リ ー で （期 間 ： か月） ７． そ の 他 （ ）
いつ話 しましたか
１． 最近 ２． 半 年 程 前 ３． 一 年程 前 ４． ２ 年 程 前 ５． ２年 以 上 前
その人の日本 語の理解力 はどのくらいでしたか
１． よく で きる ２． 少 しで き る ３。 あ ま り で き な い ４． 全 然で き な い
どんな話題でした か
１． 道 を聞 か れ た ２． 物 の購 入 （値 段， 注 文 な ど）
４． アル バイ ト のこ と につ い て ５． 職業 に つ い て
７． 挨 拶 ８． そ の 他 （
３． 互 いの 家族 に つ い て
６． そ の 国に つい て
）
そ の とき の あ なた の話 し方 は， 目 本 人 に対 して 話 す 時 と 同 じで したか
１． 同 じ ２． 大 体 同 じ ３． 少 し違う ４． 全 然 違 う
く３〉 あなたは， 非常 に易 しい目常会話だっ たらできるが， 込み入った内容になると理
解できない外国の人 （目本語を勉強 しはじめて半年 ぐらいの レベルで， 知っている
言葉の数はだいたい１５００語程度の人） と目本語で話すことになりま した。 さて， 外
国人と話す時の日本 語と， 目本人と話す時の目本語の類似度の割合をチェック して
く だ さい。 （数字 の１ ～ ５ か ら選 択）
類似度
Ｏ ％ ２５％ ５０％ ７５％ １００％
１ ２ ３ ４ ５
〈４〉 実際に上記 目本語 レベルの外国の人と話をする場面に遭遇 しました。 その人にわ
かる よ う に伝 えた い とき， あ な た は ど のよ う に 話 しま す か。






事 務 職 員 ： そ こ に 目 付 を 書 い て く だ さ い。
留 学 生 １ ： …… 。
事 務 職 員 ； 目 付。
留 学 生 １ ： … …。












： チ ュ、 チ ュ ニ ジ ア っ て。 あ の、 ち ょ っ と、 場 所、 よ く わ か ん な い で す け ど。
： あ、 そ う で す か。 あ の、 チ ュ ニ
ジ ア、 あ の、 ア フ リ カ の 方 へ …
こ こ か ら こ こ ま で （壁 の 世 界 地 図 を 指 し な が ら） だ い た い４０キ ロ メ ー タ ー で
す。
： ふ 一 ん。 ヨ ー ロ ッ
パ に 近 い。
： 自 然 が 多 く て、 ヨ ー ロ ー ツ パ 人 み た い で す。
： 何、 何 語 で す か ？
： ？
： 何 語 で す か、 つ か う 言 葉 は。
： あ の う、 ア ラ ビ ア 語 で す。









・ フ ラ ン ス っ て い う の は、 あ の、 外 国 語 は、 え 一 っ と、 学 校 で は どう い う よ う
な 風 に 習 い ま す か。
： ？
： 目 本 語 は、 簡 単 に。 目 本 語 の、 ま だ。 簡 単 な 目 本 語。
： あ の、 フ ラ ン ス は、 え 一、 高 校 と か、 中 学 校 と か、 ど う い う 外 国 語 を 習 い ま
す か。
： あ 一、 ど い う ？
： 目 本 で す と、 あ、 一 ・・い い で す。
目 本 だ と、 え 一、 目 本 語 以 外 に、 英 語 を 外 国 語 と し て、 習 い ま す。 フ ラ ンス
で は、 何 語 を。
： あ 一、 わ か り ま す。 え 一、 一 番 目 は、 英 語 を。 そ れ に、
ベ イ ン 語、 う 一 ん。 目 本 語 は ち ょ っ と 難 し い。
ド イ ツ 語 を、 と、 ス
一 ４２ 一
ｒやさしい目本語」 に関する目本人の意識 （島 ・ 八 重 澤 ・ 桜 田 ・ 岡 澤）




前 中， 速 達郵 便 の み を 受 け 付
けて い る」 こ と を・ 教 疋 乱
３） その人に来目 の目的 と滞在期間， 壁茎を尋ね 乱
一 ４３ 一
金沢大学留学生センター紀要 第１号
〈５〉 どんな目本語が上記 の外国人にとってやさ しく わかり易いと思いますか。 それぞ
れ の 項目 に 関 して， 該 当 す る も の に ○を つ け てく だ さ い。
＊目本人 に話す 時と比べてく ださい。
Ａ ：速 さは
１． かな り ゆ っ く り 話 す。 ２． や や ゆっ く り 話 す。 ３． 変 わ ら な い。
Ｂ：語句の切れ目 （ポーズ） の時間 と回数
１． 各 回 の ポ ー ズ の 時 間 を 長く し， ま た， 回 数 も 多く す る。
２． 各 回 の ポ ー ズ の 時 間 は長 く す る が， 回 数 は 変 わ ら な い。
３． ポー ズ の 回 数 は 多く す る が， 各 回 のポ ー ズ の 長 さ は変 わ らな い。
４． ポー ズ の 回数’も各 回 の時 間 も 変 わ らな い。
Ｃ ：声 の大 き さ
１． 大 き く す る ２． 小 さく する ３． 変 わ らな い
Ｄ： 声 の明 瞭 さ
１． は っ き り 話 す ２． 変 わ らな い
Ｅ：方言の使用 の有無
１． 普 段 は 使 う が， 外 国人 には 使 わ な い。
２． 方 言 を 交 え て 普 段 と か わり なく 話 す。
３． 日 頃 か ら 方 言 は使 っ て い な い。
４． 自 分 の 言 葉 が方 言 か どう か わ か らな い。
Ｆ ：文 体
１． 「どこ へ 行 き ま す か」 の よ う に 「です」 「ま す」 を使 う。
２． 改ま っ た お 客 に 話 す よ う に’もっ と丁 寧 な 言葉 で話 す。
３． 「どこ へ 行 く ？」 の よ う に 普通 に 話 す。
Ｇ：外国語 （英語等） の使用の有無
１． 難 しそ う な 語 句， 分 か り にく い 箇 所 の み外 国 語 に 直 して 話 す。
２． 外 国 語 は 使 わ な い。
３． そ の 他 （ ）
Ｈ ： 文の 長 さ
１． 一 文 を 短 く す る。 ２． 一 文 を 長く す る。
Ｉ ： 助詞
１． 「どこ へ いき ま す か」 で は なく， 「どこ
て 話 す。
２． 助 詞 を 強 調 し て， 話 す。
３． 変 わ ら な い。
３． 変 わ ら な い。
いきます？」 のように助詞 を省略し
一 ４４ 一
ｒやさしい日本語」 に関する目本人の意識 （島 ・ 八 重 澤 ・ 桜 田 ・ 岡 澤）
Ｊ ： 「あ な たは， ど こ か ら 来ま した か」 の よ うに， 目 の 前 に い る相 手 に対 して 主 語 ｒ（あ
な た」 「わ た し」） を多 く 使 う か どう か。
１． 使 う ２． 使 わ な い。
Ｋ ： 敬 語 の使用
１． 多 く す る。 ２． 少 な く す る。 ３． 変 わ ら な い。
Ｌ：身ぶり手振りの使用
１． 多 く す る。 ２． 少 な く す る。 ３． 変 わ ら な い。
Ｍ：キーワー ドや大切だと思う語句がでてきたとき
１． そ の語 句 を 繰 り 返 す。
２． そ の語 句 を 大 き な 声 で は っき り話 す。
３． 変 わ ら な い。
Ｎ 「わ か る？」 「こ れ， しっています か」 のような理解 の確認を
１． 多 く す る。 ２． 少 な く す る。 ３． 変 わ ら な い。
Ｏ：相手の外国人の言っていることがわからないとき
１． 「’もう 一 度」 ｒえ ？」 ｒ何 ？」 な どと いっ て， 発 言 を 繰 り 返 して も らう。
２． わ か らなく て’も そ のま ま 会 話 を 続 吋る。
３． そこ で 会 話 を 終了 さ せる。
４． そ の他 （ ）
Ｐ：相手の外国人が間違った表現や言葉を使ったとき







． 口 元 。
３． 顔 全 体。
４． そ の他 （
５． 全 然 見な い で 話 す。
Ｒ ：相手と話すときの距離は
１． 近 づ く。 ２． 離 れ る。
）
３． 変 わ ら な い。
＊ そ の 他 に気 を つ け て い る こ と が あっ た ら， 自 由 に書 い て 下 さ い。
一 ４５ 一
金沢大学留学生センター紀要 第１号
〈６〉 どの話し方が初級 レベルの外国人にとって一番易 しいと思いますか。 記号で選ん
で 下 さ い。
１）
２）
ａ． 食 事 し ま す
ｂ． 食 事 を とり ま す
Ｃ． ご飯 を食 べ ま す
ａ． 毎 目 学校 へ 行 き ま す
ｂ． 毎 目通 学 しま す
Ｃ 毎 目 学校 へ 通 っ て い ま す。
３） ａ． そ れ につ い て， どん な ふ う に考 え ま す か
ｂ． そ れ につ い て， どう 考 えま す か
Ｃ． そ れに つ い て， どう い っ た考 えを 持 って い ま す か
４） ａ． ｒき のう どこ へ 行 っ た ？」
ｂ． 「きの う どこ へ 行 き ま した か」
Ｃ． ｒき のう どこ へ 行 っ た ん です か」
５） ａ． お兄 さ ん
ｂ． 兄
Ｃ． 兄 さ ん
６） ａ． 閏中 さ ん は 明 目 休 む って。
ｂ． 田中 さ ん は 明 目 休 む そう だ （田 中 さ ん は明 目 休 む そ う よ）。
Ｃ． 田 中 さ ん は 明 目 休 む ん で すっ て。
７） ａ． どこ で売 つ て る の ？
ｂ． どこ で 売 られ て い る の ？
Ｃ どこ で売 つ て い る の ？
８） ａ． あ 一 あ， ま た 失 敗 し て し ま っ た。
ｂ． あ 一 あ， ま た 失 敗 し ち や っ た。
Ｃ． あ 一 あ， ま た や っ ち ゃ っ た。
９） ａ． こ こ に 名 前 を 書 き な さ い。
ｂ． こ こ に 名 前 を 書 い てく ださ い。
Ｃ． こ こ に 名 前 を お 書 きく だ さい。
１０） ａ． そ の 問 題 に つ い て， 反対 意 見 が たく さん で た。
ｂ． そ の 問題 に 関 して， 反 対 意見 が どん どん で た。
Ｃ． そ の 問 題 を 巡 つ て， 反対 意 見 が 続 出 した。
ユ１） ａ． 目 曜 目， どう い う ふ う に過 ご して いま す か。
ｂ． 目 曜 目， どん な 過 ご し方 を して い ま す か。
Ｃ． 目 曜 目， 何 を し て い ま す か。
１２） ａ． 部 屋 の中 に ベ ッ ドと か 机 な ん かが ある よ。
ｂ． 部 屋 の 中 に ベ ッ ドや 机 な どが あ る よ。Ｃ． 部 屋 の中 に ベ ッ ドと か 机 と かが あ る よ。
一 ４６ 一














ａ． 東 京 へ 行っ た ら， そ の 鞄 を買 って き て く だ さ い。
ｂ． 東 京
’行っ た ら， そ の 鞄 買 って き てく だ さ い。





い い ね 。
ｂ． こ れ は， い い で す ね。
Ｃ． こ れ な ん か， い い ね。
ａ． 雨 が ザ ー ザー 降っ て い る ね。
ｂ． た く さ ん 降っ て い る ね， 雨 が。
Ｃ． 雨 が たく さん 降っ て い る ね。
ａ． そ れ は， ど こ で 買 っ た 時 計 で す か。
ｂ． そ の 時 計 は， どこ で 買 っ た ん で す か。
Ｃ． どこ でそ の時 計 を買 い ま した か。
ａ． あな た の国 で は どん な 言 葉 を使 っ て い ま す か。
ｂ． あな た の国 で は 何 語 を 使 っ て いま す か。
Ｃ． あな た の 国で は どう い っ た 言 葉 を使 っ て いま す か。
ａ． み じん切 り に した 野 菜。
ｂ． 小 さく 切 っ た 野 菜。
Ｃ． 細 か く し た 野 菜。
ａ． あ， そ の か ば ん， そ こ に お い と い て く だ さ い。
ｂ． あ， そ の かば ん， そ こ に お い たま ま に してく だ さ い。
Ｃ． あ， そ の か ば ん は， そ こ に お．い て お い て く だ さ い。
ａ． 規 則 によ っ て 定 め られ て い る 関係 上， こ の 貸 出 は でき ま せ ん。
ｂ． 規 則 で決 ま っ て い ま す か ら， こ の貸 出 は でき ま せ ん。
Ｃ． 決 め られ た 規 則 に 従 っ て， こ の貸 出 は で きま せ ん。
ａ． 今 目 は 何月 何 目 か， 書 い てく だ さい。
ｂ． 今 目 の目 付 を 書 い て く だ さ い。
Ｃ． カ レン ダー の 今 目 の 日 を 書 い てく だ さ い。
ａ． 何 も食 べ な い ま ま 出 か け た。
ｂ． 何 も食 べ ず に 出 か け た。
Ｃ． 何 も食 べ な い で 出 か け た。
ａ． 今 目 に な っ て 言 っ て き て も，
’も う 遅 い よ。
ｂ． 今 目言 い に き て も， も う 遅 い よ。
Ｃ． 今 目 に な っ て 言 っ て き て も ね え… 。
ａ． 一 緒 に 帰 ろ う。
ｂ． 一緒 に 帰 らな い ？
Ｃ． 一 緒 に 帰 り ま し ょ う。
ａ． じゃ， こ ち ら か ら ぐる っ と自 己 紹 介 する っ て こ とで い き ま しょう。
ｂ． じゃ， こ ち ら か ら 順 番 に 自 己紹 介 する こ とに しま しょ う。Ｃ． じや， こ ち ら か ら 順 々 に 自 己紹 介 って か たち で や り ま しょ う。
＊ ＊ ご協 力 どう も あ り が とう ご ざいま した。
一 ４７ 一
